
　
ま
ち
協
で
は
、
住
民
同
士
が
協
働
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
「
即
時

性
の
あ
る
活
動
」
や
、
地
域
の
資
源
や
特

性
を
生
か
し
た
「
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
や
強
化
の
た
め
、

ま
ち
協
の
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
参
加

　
ま
ち
協
に
は
、
地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が

結
集
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
知
恵
や
力
を
生

か
し
、
将
来
像
を
考
え
、
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ち
協
を
構

成
す
る
団
体
に
は
、
皆
さ
ん
が
参
加
す
る

団
体
や
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い

る
団
体
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　住んでいる地域を自分たちの力で、より住みやすいまちにしようと市内15地区で活動しているまちづくり協
議会（まち協）。今回は、まち協の役割や各地区の取り組みを紹介します。

◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎23-7146

み
ん
な
で
つ
く
る「
ま
ち
協
」

【
主
な
構
成
団
体
】

•
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

•
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

•
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

•
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

•
消
防
団

•
交
通
安
全
協
会

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
な
ど

ま
ち
協
が
目
指
す
も
の

　
ま
ち
協
で
は
「
地
域
の
活
性
化
」「
教

育
文
化
活
動
の
推
進
」「
健
康
増
進
・
地

域
福
祉
の
推
進
」「
防
災
・
防
犯
な
ど
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」「
地
域
環
境

整
備
の
推
進
」
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
、
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　小松原まち協では「子どもから高齢者まで
地域ぐるみで明るいまちづくり」を目指し、
さまざまな取り組みを行っています。
　具体的には、小松原地区まつりや夏休み子
どもサロンなどを開催し、世代を超えた交流
を深めています。また、地区住民の発案によ
り、昨年から焼酎プロジェクトを開始。小・
中学校PTAの協力を得て、児童・生徒らがコ
メやイモの植え付けから収穫、焼酎のラベル
貼りなどを体験し、焼酎作りの工程を通して、
地域の連帯感を深めています。
　今後も、住民発案の明るいまちづくりに取
り組んでいきたいですね。

小松原地区まちづくり協議会
会長
坂下 修さん
（志比田町）

みんなの意見を
まちづくりに生かす

みん
なの笑顔を広げる
まちづく

り協議会から地域に
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９年ぶり！
山田地区体育祭を開催
（山田地区まちづくり協議会）
　10月28日に開催した山田地区体育祭。９年ぶりの
開催に向けて、実行委員会を組織し、準備などを行
いました。幼児から高齢者まで地域の皆さんがグラ
ウンドいっぱいに集まり、綱引きや地区対抗リレー、
お楽しみ抽選会などで大いに盛り上がり、笑顔あふ
れる一日となりました。

よ
か
と
こ
音
頭
で
、地
区
愛
を
育
む

（
妻
ケ
丘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　
ま
ち
協
設
立
の
際
に
、
地
区
内
の
16
自

治
公
民
館
名
が
歌
詞
に
折
り
込
ま
れ
た

「
妻
ケ
丘
よ
か
と
こ
音
頭
」
が
誕
生
。
文

化
祭
や
夏
祭
り
の
総
踊
り
で
好
評
で
、
一

昨
年
か
ら
小
学
校
の
運
動
会
で
も
踊
ら
れ

楽
し
み
な
が
ら
、防
災
意
識
を
高
め
る

（
山
之
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　
11
月
18
日
、
総
合
防
災
訓
練
の
日
に
併

せ
て
「
ぼ
う
さ
い
落
語
講
演
会
」
を
開
催
。

家
庭
で
の
防
災
対
策
を
テ
ー
マ
と
し
た
創

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の

音
頭
で
世
代
を

超
え
た
交
流
を

行
い
、
親
睦
を

深
め
な
が
ら
、

地
区
愛
を
育
ん

で
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

作
落
語
を
、
地

区
住
民
１
３
０

人
が
楽
し
み
ま

し
た
。
落
語
を

通
し
て
家
庭
や

地
域
の
防
災
に

つ
い
て
顧
み
る

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

避
難
経
路
や
危
険
場
所
を
共
有

（
高
城
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　
６
月
10
日
、
防
災
の
知
識
を
深
め
る
防

災
研
修
会
（
災
害
図
上
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
を

開
催
。
公
民
館
単
位
で
班
を
編
成
し
、
災

害
危
険
箇
所
や
避
難
所
、
災
害
時
要
支
援

者
宅
な
ど
を
確
認
。地
図
上
に
マ
ー
ク
し
、

花
い
っ
ぱ
い
で
、心
づ
く
り

（
横
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
地
区
住
民

が
、
花
を
育
て
地
区
内
を
花
い
っ
ぱ
い
に

す
る
活
動
を
通
し
て
、
植
物
を
愛
し
、
生

過
去
の
災
害
を

振
り
返
り
な
が

ら
、
早
期
の
自

主
避
難
や
要
支

援
者
の
避
難
誘

導
の
方
法
な

ど
、
安
全
確
保

を
み
ん
な
で
共

有
し
ま
し
た
。

命
を
尊
重
す
る

心
を
育
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、

地
区
の
一
員
と

い
う
自
覚
や
郷

土
愛
を
高
め
る

心
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
ま

す
。

一緒に健康づくり
「いわよしいっせいラジオ体操」
（祝吉地区まちづくり協議会）
　８月４日、早水公園多目的広場や川東小学校、各
自治公民館で、いわよしいっせいラジオ体操を開催
しました。ぼんちくんも参加し、地区住民370人が
参加。早朝から、地域一体となって健康増進に取り
組みました。

特色ある各地区の取り組み
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将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
市
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
市
全
体
の
都
市
構
造
を
見
直
し
、

住
宅
や
医
療
・
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
の
集
約
を
図
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課

　
☎
23-

２
７
６
２

　
本
市
の
人
口
は
、
１
９
８
５
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
て
、
２
０
１

０
年
（
16
万
５
、０
２
９
人
）
か
ら
２
０
４

０
年
ま
で
に
約
２
割
が
減
少
、
２
０
６
０

年
ま
で
に
は
約
３
割
が
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

人
口
が
減
少
す
る
と
、
働
き
手
も
減
少

し
、市
の
税
収
が
減
少
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

居
住
す
る
人
の
い
な
い
空
き
家
が
増
加
し

て
い
き
、
ま
ば
ら
な
市
街
地
が
残
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
ば
ら
で
非
効
率
な
市
街
地

は
、
維
持
管
理
費
の
増
加
を
生
み
、
市
の

財
政
状
況
が
悪
化
。
今
ま
で
の
よ
う
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
27
年
度

か
ら
の
４
年
間
で
、「
立
地
適
正
化
計
画
」

の
策
定
作
業
を
進
め
、
平
成
31
年
１
月
31

日
に
公
表
し
ま
し
た
。

　
一
定
の
区
域
に
、
緩
や
か
に
医
療
・
福

祉
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
の
都
市
機
能
、

住
宅
な
ど
の
誘
導
を
図
る
こ
と
で
、
人
の

ま
と
ま
り
を
維
持
し
、
こ
の
ま
と
ま
り
の

間
を
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
で
つ

な
ぐ
こ
と
で
、「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
実
現
さ
れ
、
便
利
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
将
来
の
ま
ち
の「
か
た
ち
」

に
向
け
て
、
拠
点
ご
と
に
集
約
化
を
図
る

観
点
か
ら
次
の
事
項
を
推
進
し
ま
す
。

①
ま
ち
な
か

•
都
市
機
能
誘
導
の
重
点
的
実
施

•
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

②
市
街
地
系
生
活
拠
点

•
優
先
的
な
定
住
促
進

•
利
便
性
の
高
い
住
環
境
整
備

③
田
園
系
生
活
拠
点

•
身
近
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

•
拠
点
維
持
に
向
け
た
人
口
確
保

④
公
共
交
通

•
拠
点
間
の
公
共
交
通
利
便
性
向
上

•
公
共
交
通
の
機
能
連
携

都市機能誘導区域 居住誘導区域立地適正化計画区域
（都市計画区域）

各拠点のコンパクト化 公共交通による拠点間のネットワーク

計
画
の
基
本
的
な
方
針

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

人
口
減
少
か
ら
生
じ
る
課
題

④公共交通

①まちなか

②市街地系生活拠点

③田園系生活拠点

コンパクト・プラス・ネットワークのイメージ

目指すべき将来のまちの「かたち」

高崎

高城

山田
西岳

※小さな拠点

庄内

祝吉横市

姫城

中郷

志和池

山之口

小松原

五十市 妻ケ丘

沖水

都
城
市
立
地
適
正
化
計
画
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計
画
で
は
、「
居
住
誘
導
区
域
」「
都
市

機
能
誘
導
区
域
」「
誘
導
施
設
」
を
定
め

ま
す
。
ま
た
、
機
能
を
誘
導
す
べ
き
区
域

な
ど
は
、
生
活
拠
点
の
規
模
に
応
じ
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

●
居
住
誘
導
区
域

　
将
来
的
に
人
の
ま
と
ま
り
を
維
持
す
る

た
め
の
区
域
。

●
都
市
機
能
誘
導
区
域

　
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
施
設
を

商業施設 床面積500㎡を超える生鮮三品取扱店
（スーパーマーケットなど）

医療施設
保健センター※

病院・診療所

児童福祉施設 子育て世代活動支援センター※

文化施設 図書館※

※印は、地域交流センターを併設

誘
導
す
る
た
め
の
区
域
。

●
誘
導
施
設

　
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
に
誘
導
を
図
る

施
設
で
、
本
市
で
は
、
生
鮮
三
品
取
扱
店

（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
や
病
院
・
診

療
所
、
図
書
館
な
ど
が
該
当
。

※ 

誘
導
施
設
は
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
の

拠
点
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
詳
細
な
区

域
や
施
設
概
要
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
都
市
計
画
課
で
確

　
認
く
だ
さ
い

　
計
画
に
記
載
す
る
「
居
住
誘
導
区
域
」

と
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
を
公
表
す
る

こ
と
で
、
都
市
計
画
区
域
内
の
「
居
住

誘
導
区
域
」
外
と
「
都
市
機
能
誘
導

区
域
」
外
で
次
の
行
為
を
行
う
場
合
、

こ
れ
ら
の
行
為
に
着
手
す
る
日
の
30
日
前

ま
で
に
、
行
為
の
概
要
に
つ
い
て
、
市
長

へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
事
業
者
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

※ 

本
計
画
は
、
届
出
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
立
地
を
規
制
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

●
居
住
誘
導
区
域
外
で
対
象
と
な
る
行
為

【
開
発
行
為
】

• 

３
戸
以
上
の
住
宅
の
建
築
を
目
的
と
す

る
開
発
行
為

• 

１
戸
ま
た
は
２
戸
の
住
宅
の
建
築
を
目

的
と
す
る
千
平
方
㍍
以
上
の
開
発
行
為

【
建
築
行
為
】

• 

３
戸
以
上
の
住
宅
を
新
築
す
る
場
合

• 

既
存
の
建
築
物
を
改
築
や
用
途
変
更
し

て
３
戸
以
上
の
住
宅
と
す
る
場
合

●
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で
対
象
と
な
る

行
為

【
開
発
行
為
】

• 

誘
導
施
設
の
建
築
を
目
的
と
す
る
開
発

行
為

【
建
築
行
為
】

• 

誘
導
施
設
を
新
築
す
る
場
合

• 

既
存
の
建
築
物
を
改
築
や
用
途
変
更
し

て
誘
導
施
設
と
す
る
場
合

※ 

た
だ
し
、
区
域
内
で
も
誘
導
施
設
を
休

廃
止
す
る
場
合
は
対
象

●
提
出
先

　都
市
計
画
課

機
能
を
誘
導
す
べ
き
区
域・施
設

届
出
制
度

居住誘導区域・都市機能誘導区域の設定状況

誘導施設の設定

山之口駅

餅原駅

三股駅

都市機能誘導区域
立地適正化計画区域
（都市計画区域）
行政区域界
主要幹線道路
鉄道路線

都城駅

西都城駅

五十市駅

財部駅

日向
庄内駅

谷頭駅

万ヶ塚駅

東高崎駅

高崎新田駅

居住誘導区域

0 1 2 3 4 5
㎞

N

庄内

山田

中郷

志和池
高城

山之口

高崎
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「
都
城
教
育
の
日
」
の
由
来

　
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
２
月
18
日
、

当
時
の
都
城
県
の
参
事
（
現
：
知
事
）
に

着
任
し
た
桂

か
つ
ら

久ひ
さ

武た
け

（
広
報
都
城
平
成
30
年

11
月
号
で
特
集
）
が
、
都
城
県
を
治
め
る

に
当
た
り
３
つ
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、「
学
業
を
奨
励
し
て
人

材
を
育
成
す
る
」
こ
と
で
す
。「
都
城
教

育
の
日
」
は
、
学
業
の
振
興
と
人
材
育
成

の
大
切
さ
を
示
し
た
こ
の
方
針
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
を
深
め
る

　「
都
城
教
育
の
日
」
は
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
全
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
を
深
め
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
日

と
し
て
、
平
成
27
年
度
、
市
が
制
定
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
示
す
「
教
育
」
と
は
、
特
別
な

取
り
組
み
で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
読
書

や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
研
さ
ん
の

た
め
に
講
座
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
な

ど
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化

に
目
を
向
け

学
ぶ
こ
と

で
、
ふ
る
さ

と
「
都
城
」

に
愛
着
を
持

つ
こ
と
で

す
。

市では、より良い社会を構築するために、一人一人が学びについて考える機会を設け、
理解と関心を高める原点の日として、毎年２月 18日を「都城教育の日」に制定しています。

◎問い合わせ　教育総務課　☎ 23-9543

２月18日は「都城教育の日」
１月から３月は「都城教育の日」啓発推進期間です

シンボルマーク
3つの丸は、学校や家庭、地域を、霧島
山を連想させる3枚のプリントの重なり
は、郷土への誇りを表現しています。

「
都
城
教
育
の
日
」
の
４
つ
の
柱

　
市
で
は
、「
都
城
教
育
の
日
」
を
制
定

す
る
に
当
た
り
、
家
庭
や
学
校
、
社
会
で

の
学
び
や
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
次
の
４
つ
の
指
針
を
定
め
て
い
ま

す
。

① 

常
に
学
び
、
都
城
を
担
え
る｢

人
財｣

を
目
指
す

② 

自
分
を
振
り
返
り
、
学
び
合
い
、
助
け

合
い
、
平
和
で
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

③ 

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
自
分
に

で
き
る
こ
と

を
考
え
、
行

動
す
る

④ 

郷
土
の
歴
史

を
学
び
、
郷

土
を
愛
し
、

誇
り
を
持
て

る
人
と
な
る

努
力
を
す
る
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　学びたい人と教えたい人をつなぐ「よか・
余暇・楽習ネットワーク事業」の開始当初か
ら、講師として活動しています。子育てを終
え、取得した資格の中から、現在、ちぎり絵
と絵手紙を教えています。
　若い人はスマホを使って学ぶことも多いよ
うですが、頭を回転させ、肌で感じながら学
び身に付けていくのは、価値があることです。
私も学びを続けながら、体が動くうちは学び
たい人に教えていきたいと思います。それが、
若さと元気の秘

ひ

訣
けつ

になっているのかもしれま
せんね。

日々のスポーツや運動も
学びの機会です

　平成30年4月からスポーツ推進委員として
活動しています。委員になったきっかけは、
大学からの推薦でした。
　初めのうちは何をすればいいのか分からな
い中での活動でしたが、講習会などに参加す
るうちに、スポーツを通じた生涯学習の手助
けができることの喜びを感じるようになりま
した。
　現在は、地域のスポーツ教室などで支援活
動を行っていて、幅広い世代が笑顔で交流し
ている姿にとてもやりがいを感じています。

都城市
スポーツ推進委員
南九州大学
人間発達学部（3年）
今村 幸樹さん（右）
環境園芸学部（3年）

大
おお

渡
わたし

幸太さん（左）

ちぎり絵・絵手紙 講師
猪ヶ倉 タエ子さん

よか・余暇・楽習
ネットワーク

　「
都
城
教
育
の
日
」
に
ち
な
み
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
場

し
て
、
生
涯
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
を
、
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
立
美
術
館
収
蔵
作
品
展

「
つ
な
ぐ

　美
術
と
教
育
」

　
都
城
は
野
外
彫
刻
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
設
置
さ
れ
、
芸
術
文
化
に
気
軽
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
環
境
づ
く
り

に
貢
献
し
た
の
が
、
各
高
校
の
美
術
教
師

で
し
た
。
彼
ら
と
そ
の
教
え
子
ら
の
作
品

か
ら
、
美
術
教
育
に
掛
け
た
熱
意
と
、
そ

こ
に
芽
生
え
た
絆
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
会
期
　
３
月
３
日
㈰
ま
で

※ 

月
曜
日
休
館
。
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、
翌
日
が
休
館

●
開
館
時
間

　
９
時
〜
17
時

※
16
時
30
分
ま
で
に
入
館

●
展
示
作
品
　
末す

え

原は
ら

晴は
る

人ひ
と

「
人
物
」、
山

田
新
一
「
湖
上
客
船
」
な
ど
約
50
点

●
そ
の
他
　
入
場
無
料

【
講
演
会
】

創
る
力⇒

生
き
る
力
へ

－

美
術
の
授
業
は
、
な
ぜ
大
切
な
の
か

－

●
日
時

　
２
月
17
日
㈰

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所
　
図
書
コ
ー
ナ
ー

●
定
員

　
20
人

　
※
要
申
し
込
み

●
講
師
　
都
城
さ
く
ら
聴
覚
支
援
学
校
美

術
教
諭
の
湯
浅
義
明
さ
ん

●
そ
の
他

　
参
加
無
料

　
市
立
美
術
館
　
☎
25-

１
４
４
７

都
城
市
高
齢
者
学
級
振
興
大
会

●
日
時

　
２
月
14
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
40
分

●
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
　

●
内
容

　
学
習
発
表
や
取
り
組
み
事
例
の

発
表
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
原
千

佐
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

●
そ
の
他

　
入
場
無
料

　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

「
都
城
教
育
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

●
日
時
　
２
月
24
日
㈰
　
13
時
〜
　

●
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容

　
南
洲
太

鼓
の
演
奏
、
読
書

感
想
文
表
彰
式
、

「
都
城
教
育
の
日
」

宣
言

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　「
英
雄
の
子
孫
が
語
り
合
う
都
城
の
歴

史
」
を
テ
ー
マ
に
、
明
治
維
新
の
立
役
者

西
郷
隆
盛
の
子
孫
西
郷
隆
文
さ
ん
と
、
都

城
県
参
事
桂
久
武
の
子
孫
桂
久
昭
さ
ん
を

招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
そ
の
他
　
入
場
無
料

　
教
育
総
務
課
　
☎
23-

９
５
４
３

都
城
市
社
会
教
育
振
興
大
会

●
日
時

　
３
月
９
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
20
分

●
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
　

●
内
容

　
市
社
会
教
育
功
績
者
等
表
彰
式

や
子
ど
も
会
活
動
事
例
発
表
、
子
ど
も
会

活
動
に
関
す
る
講
演
会
な
ど

●
そ
の
他

　
入
場
無
料

　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

「
都
城
教
育
の
日
」
関
連
行
事

一生学び。
生涯学習をサポートしています！

メッセージ

メッセージ

13 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2019.2



ス
マ
ホ
の
普
及
と
日
常
に
潜
む
ト
ラ
ブ
ル

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
ス
マ
ホ
。
日

々
の
買
い
物
で
の
支
払

い
の
ほ
か
、
家
族
の
見

守
り
や
公
共
交
通
機
関

の
運
賃
の
決
済
な
ど
、
活
用
の
場
が
広
が

り
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、
使
っ
て
も
い
な
い

　
さ
ま
ざ
ま
な
便
利
な
機
能
を
持
ち
、
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）。
便
利

な
一
方
で
、
使
い
方
を
誤
る
と
、
思
わ
ぬ

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
ス
マ
ホ
に
ち
な
ん
だ
ト
ラ
ブ

ル
と
併
せ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た

め
の
心
構
え
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
あ
な
た
や
家
族
の
日
ご
ろ
の
使

い
方
を
振
り
返
り
、
節
度
あ
る
ス
マ
ホ
の

使
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

【
子
ど
も
の
ス
マ
ホ
の
使
い
方
に
関
す
る

相
談
】　
学
校
教
育
課

　
☎
23-

９
５
４
４

【
ス
マ
ホ
の
詐
欺
被
害
な
ど
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　

☎
23-

２
１
２
１

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
請
求
さ
れ
る
詐
欺
被

害
や
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
無
料
の
枠
を

超
え
て
し
ま
い
、
高
額
な
料
金
を
課
せ
ら

れ
る
例
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
分
、
誰
も
が
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
を
意
識
し
て
使
う

　
ス
マ
ホ
に
集
中
し
な
が
ら
歩
く
人
や
、

小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
親
が
、
ス
マ
ホ
を

片
手
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
姿
を
見
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
行
為
は
、

接
触
事
故
な
ど
に
つ
な
が
る
危
険
な
行
為

で
す
。
ス
マ
ホ
の
利
用
は
、
時
間
や
場
所

を
考
え
、
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
を
安
全
に
使
う
た
め
に

□ 

必
要
に
応
じ
て
ウ
イ
ル
ス
対
策
ア
プ
リ

を
使
い
、
シ
ス
テ
ム
と
合
わ
せ
て
常
に

最
新
の
状
態
に
し
て
お
く

□ 

使
っ
て
い
い
時
と
場
所
か
ま
ず
考
え
る

□ 

流
出
す
る
と
困
る
個
人
情
報
な
ど
の
デ

ー
タ
は
保
存
し
な
い

□ 

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
ず
、

す
ぐ
に
警
察
や
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
23-

７
１
５
４
）
に
相
談
す
る

ス
マ
ホ
の
安
全
・
安
心
な
使
い
方
指
南

あ
な
た
と
家
族
の
スマ
ホ
の

安易に動画を見せて機嫌取り。子
どもの成長に悪影響を与える。

使ってもいないサービス。高額
な料金を支払わされる被害も。

せっかくの団らんも、みんなス
マホに夢中。家族がバラバラ。

スマホに夢中になるあまり、安
全への気配りがおろそかに。

親子の触れ合いを忘れ、スマホ
に夢中。子育てがおろそかに。

むずがる子どもにスマホおろそかな子育て

詐欺に遭う危険性 命に関わる重大事故に直結

思
い
当
た
る
行
為
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
ス
マ
ホ
の
普
及
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
便
利
に
な
っ
た
一
方
で
、
身
近
な
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
希
薄
に
な
っ

た
り
、
適
切
で
な
い
使
い
方
が
原
因
で
重

大
事
故
に
つ
な
が
っ
た
り
も
し
ま
す
。
あ

な
た
と
家
族
の
ス
マ
ホ
の
使
い
方
に
思
い

当
た
る
行
為
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

家族の会話や時間は、どこへ…
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親
の
責
任
、
子
ど
も
の
責
任

　
子
ど
も
が
利
用
す
る
ス
マ
ホ
は
、親（
保

護
者
）
が
契
約
し
、
料
金
を
支
払
う
こ
と

か
ら
、
親
に
も
管
理
す
る
責
任
が
あ
り
ま

す
。
有
害
な
サ
イ
ト
に
安
易
に
ア
ク
セ
ス

で
き
な
い
よ
う
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定

を
定
期
的
に
確
認
す
る
な
ど
、
与
え
た
ま

ま
に
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ホ
を
使
う
子
ど
も
に
も
責

任
が
生
じ
ま
す
。
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
た
め
に
も
、
ス
マ
ホ
利
用
の
モ
ラ

ル
や
マ
ナ
ー
を
日
ご
ろ
か
ら
理
解
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

購
入
す
る
前
に
、
話
し
合
い
と
約
束

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
進
学
や
進
級
を
機

に
、
子
ど
も
か
ら
ス
マ
ホ
を
ね
だ
ら
れ
て

い
る
人
も
い
る
の
で
は
。
ス
マ
ホ
を
購
入

す
る
前
に
、
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
こ
と

で
、ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
家
族
で
決
め
る
ス
マ
ホ
の
ル
ー
ル
の
例
】

□
１
日
で
使
え
る
時
間
は
１
時
間

□
21
時
以
降
は
使
わ
な
い

□
家
で
使
う
場
所
は
リ
ビ
ン
グ
に
限
定

□ 
有
料
サ
ー
ビ
ス
は
保
護
者
の
許
可
が
必

要
□
画
像
な
ど
、
安
易
な
投
稿
は
し
な
い

楽
し
い
時
間
と
大
き
な
代
償

　
楽
し
い
時
間
は
、
と
き
が
経
つ
の
を
忘

れ
て
没
頭
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ス
マ

ホ
の
利
用
で
昼
夜
が
逆
転
し
、
学
校
に
行

け
な
く
な
っ
た
り
、
課
金
に
よ
る
高
額
な

請
求
を
受
け
た
り
、
友
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
し
た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
そ
の

代
償
は
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

深夜まで使用し、朝は寝坊。授
業中は居眠り。

出会い系サイトなどで、言葉巧
みにだまされる被害に。

友人間の小さなトラブルからい
じめに発展。やがて不登校に。

運動不足で体力の低下。寝不足
から気力を喪失。視力も低下。

長時間の利用で、脳の記憶や判
断の機能に発育の遅れが発生。

睡眠時間を奪う

思わぬトラブルに遭遇 友人とのトラブルが頻発 体力・気力・視力の低下

大
丈
夫
？

使
い
方
は

脳へのダメージ、学力の低下
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　スマホの不適切な利用により、不登校や非行
に陥る子どもや、出会い系サイトでだまされそ
うになる子どもを見てきました。スマホの利用
は、子どもでは判断を誤ることもあるので、保
護者が危機感を持ち、気に掛けておくことが大
切です。
　これから入学の時期を迎えます。子どもにス
マホを与えることを検討している保護者の皆さ
んは、思わぬトラブルに遭わないためにも、ル
ールを家族で決めておきましょう。
　生涯学習課（☎23-9545）では、スマホの
正しい使い方が学べる出前講座を開催していま
す。気軽に申し込みください。

宮崎県メディア安全指導員
都城市社会教育指導員
橋之口 修さん

子どもにスマホを与える
ときはルールを決めて


